
― � ―

644 平成23年 3 月20日

発行所
発行人

編集人
印刷所

兵 庫 県 商 工 会 連 合 会
会長　 木 　 南　岩　男
神戸市中央区花隈町６の19
　078（371）1261（代）〒650-0013

安 平 一 志
大和出版印刷株式会社

会員の購読料は会費に含んでおります

第　644　号

’11.
（題字は井戸知事）

4
毎月1回20日発行　定価　１部60円

商工会は行きます 聞きます 提案します
平成23年度スローガン

「M
arriage m

eeting party

」

　
県
連
合
会
は
、
去
る
二
月
二
十
六
日
、
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
商
工
会
法
施

行
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
独
身

男
女
交
流
会
「M

arriage m
eeting party

」

を
開
催
し
た
。

　
二
十
二
年
度
は
、
県
下
全
商
工
会
長
が
「
こ

う
の
と
り
大
使
」
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま

え
、
商
工
会
地
区
の
独
身
男
女
を
中
心
に
出
会

い
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も

の
で
、
当
日
は
、
商
工
会
地
域
の
特
産
品
に
よ

る
「
ひ
ょ
う
ご
の
グ
ル
メ
試
食
パ
ー
テ
ィ
」
や

和
歌
山
県
商
工
会
青
年
部
員
で
あ
る
小
椋
誠
也

氏
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
。

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

▲恋する相手を想う気持ちを歌にしたオリジナル曲を披露する小椋氏

■県連合会Letter� ２～３頁
・商工会管理者研修会・事務局連絡会議
・第３回人事管理委員会
・会計ソフト実務能力試験（後期）
・県青連労働環境対策委員会
■商工会連合会出会いサポート事業� ４頁
■商工会Letter� ５～６頁
・キャラクター名決定＆総代懇話会開催（三田市）
・地域振興においての商業者の役割（神河町）
・新特産品へ自慢の品作成（新温泉町）
・県青連会長経営革新計画の承認をうける（姫路市）
・地元食材を使った試作品ずらり（豊岡市但東支所）
・デマンドタクシー開始（丹波市）
・うずしお温泉に関するブランドづくり（南あわじ市）
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県
連
合
会
は
、去
る
二
月
十
五
日
、

神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い
て
平
成
二

十
二
年
度
商
工
会
管
理
者
研
修
会
及

び
第
二
回
事
務
局
連
絡
会
議
を
開
催

し
た
。
参
加
者
は
三
十
三
名
。

　
研
修
会
で
は
、
ヤ
マ
サ
ダ
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
特
定
社
労
士
　

山
口
貞
利
氏
が
「
職
場
に
お
け
る
労

務
管
理
」
と
題
し
、
職
場
で
の
労
務

リ
ス
ク
を
防
ぐ
基
本
的
な
労
務
管
理

知
識
、
職
場
の
円
滑
な
関
係
を
維
持

発
展
さ
せ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
た
。

　
次
に
、
県
健
康
増
進
課
か
ら
「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」「
勤
労

者
協
同
健
康
施
設
等
整
備
事
業
に
つ

い
て
」
お
知
ら
せ
が
あ
り
、
引
き
続

き
事
務
局
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。

　
事
務
局
連
絡
会
議
で
は
、
県
連
合

会
安
平
専
務
理
事
か
ら
「
商
工
会
が

抱
え
る
現
状
と
課
題
」
と
し
て
、
国

で
行
わ
れ
た
「
事
業
仕
分
け
」「
行

政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」
の
結
果
と
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
の
対
応
及
び
中
小

企
業
関
係
予
算
案
の
要
点
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
報
告
事
項
等
で
は
、
今
年
度
の
委

員
会
ま
た
事
業
等
の
報
告
及
び
二
十

三
年
度
県
補
助
金
の
予
算
要
望
状
況

の
説
明
ま
た
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
集

中
豪
雨
に
係
る
義
捐
金
拠
出
の
お
願

い
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、「
昇
格
試
験
合

否
判
定
に
つ
い
て
」「
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
等
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

第
三
回
人
事
管
理
委
員
会

　
県
連
合
会
は
、
二
月
二
十
一
日
、

神
戸
市
・
県
商
工
会
館
に
お
い
て
第

三
回
人
事
管
理
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
の
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

一
、
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
① 

商
工
会
統
一
諸
規
程
「
職
員
服

務
規
程
」
の
一
部
改
正
及
び
県

連
合
会
「
職
員
服
務
規
程
」
の

廃
止
に
つ
い
て

　
② 

「
職
員
服
務
規
程
」
一
部
改
正

に
伴
う
諸
規
程
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

二 

、
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
平
成

二
十
二
年
度
特
別
掛
金
の
決
定
に

つ
い
て
（
再
提
案
）

三 

、
平
成
二
十
二
年
度
給
与
規
程
改

正
に
よ
る
減
額
特
例
措
置
に
伴
う

商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
普
通
掛

金
及
び
退
職
一
時
金
の
取
扱
い
に

つ
い
て

四 

、
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済
制
度

給
付
率
の
見
直
し
に
つ
い
て

五 

、
平
成
二
十
三
年
度
人
事
異
動
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

　
ま
た
、
商
工
会
事
務
局
長
等
任
用

に
係
る
事
前
協
議
の
結
果
に
つ
い
て

等
四
項
目
を
報
告
し
た
。

　
こ
の
内
、
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
三
月
二
十
八
日
開
催
の
県

連
理
事
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

■
お
詫
び
と
訂
正
■

◆ 

三
月
号
三
頁
県
商
工
青
年
同
友
会

の
第
三
回
研
修
会
及
び
賀
詞
交
歓

会
の
記
事
に
お
い
て
、
開
催
場
所

を
「
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
」

と
す
る
と
こ
ろ
が
「
ホ
テ
ル
北
野

プ
ラ
ザ
六
甲
荘
」
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

◆ 

四
頁
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
会
長

表
彰
受
賞
者
名
簿
に
お
い
て
、
藤

井
き
よ
み
氏
の
所
属
商
工
会
を

「
佐
用
町
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
「
太

子
町
」
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
訂
正
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
謹
ん

で
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

主な行事予定
₄
月
の
こ
よ
み

13
日
㊌
　
県
女
性
連
理
事
会

14
日
㊍
　
県
青
連
理
事
会

22
日
㊎
　
新
任
事
務
局
長
研
修
会

26
日
㊋
　 

県
女
性
連
通
常
総
会
･

幹
部
講
習
会

27
日
㊌
　
監
事
会

₅
月
の
こ
よ
み

10
日
㊋
　
正
副
会
長
･
常
任
理
事
会

11
日
㊌
　 

県
青
連
通
常
総
会
･

幹
部
講
習
会

商
工
会
管
理
者
研
修
会
及
び

第
二
回
事
務
局
連
絡
会
議

▲活発な意見交換が行われた。

【会計ソフト実務能力試験とは】
　筆記試験のみを行い、簿記経理に関する実践的な
知識、会計ソフトの運用に関する基本的な知識、そ
してコンピュータやインターネットの利用に関する
最低限の情報セキュリティおよび知的財産の知識を
認定します。簿記経理に関する実務上の基本的知識

（日商簿記３級程度以上の知識および消費税・法人
税などの税務知識）を有し、会計ソフトの利用を理
解し、日常業務ができる能力を求めております。

◆１級試験
（試験形態）

実技₃₀問　記述式
（試験時間）

₁₂₀分
（合格基準）

6₀％以上の正解率

◆２級試験
（試験形態）

筆記6₀問マークシート方式
（試験時間）

6₀分
（合格基準）

₇₀％以上の正解率

　
県
連
合
会
は
、
二
月
二
十
日
、
県
商
工
会
館
で
会

計
ソ
フ
ト
実
務
能
力
試
験
（
後
期
）
を
実
施
し
た
。

　
本
試
験
は
、
商
工
会
職
員
の
記
帳
指
導
能
力
の
判

定
に
も
効
果
の
あ
る
実
務
資
格
と
し
て
、
全
国
連
に

て
積
極
的
に
取
得
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
県
連
合
会
に

お
い
て
も
、
全
職
員
の
資
格
取
得
を
推
進
す
る
と
し

て
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
年
二
回
程
度
同
試
験
を
実

施
し
て
い
る
。

　
今
回
の
受
験
者
（
二
級
試
験
）
で
計
百
名
を
超
え

た
が
、
今
回
受
験
さ
れ
た
商
工
会
で
は
、
職
員
と
し

て
は
必
要
な
資
格
と
位
置
付
け
、
全
職
員
が
受
験
で

き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
未
受
験
の
職
員
が
所
属
す
る
商
工
会
に

対
し
て
全
職
員
の
受
験
を
促
し
て
い
く
。

会
計
ソ
フ
ト
実
務
能
力
試
験
を
実
施

（
連
合
会
）
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県
青
年
部
連
合
会
（
霞
末
浩
二
会

長
）
は
、
去
る
二
月
二
十
四
日
、
県

商
工
会
館
で
労
働
環
境
対
策
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
本
年
度
県
青
連
と

し
て
労
働
環
境
対
策
事
業
に
取
り
組

む
た
め
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

県
青
連
全
役
員
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
当
日
は
、
霞
末
委
員
長
の
挨
拶

の
後
、
次
の
三
議
案
を
協
議
し
た
。

一 

、
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
人
材
診
断
）
結

果
等
に
つ
い
て

二 

、Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｓ（
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
診
断
）
結
果
等
に
つ
い
て

三 

、
次
年
度
に
向
け
て
の
労
働
環
境

対
策
事
業
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
県
青
連
労
働
環
境
対
策

事
業
と
し
て
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
診
断
と
Ｃ

Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
診
断
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
並
び
に
県
青
連
役
員
事
業
所
に
て

実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
。

　
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
（
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
診
断
）
に
よ
り
、
経
営
陣
は

経
営
者
と
し
て
の
自
覚
が
増
し
、
社

員
も
調
査
前
に
比
べ
て
会
社
へ
の
帰

属
意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
。
今
後
も

継
続
実
施
し
た
い
と
の
感
想
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
人
材
診
断
）

で
は
、
従
業
員
が
ど
の
よ
う
な
思
い

で
働
い
て
い
る
の
か
な
ど
本
質
が
分
か

り
、
会
社
の
目
指
す
べ
き
も
の
が
見

え
た
。
今
後
は
採
用
時
に
も
本
調
査

を
実
施
し
た
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
次

年
度
の
労
働
環
境
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
継
続
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と

役
員
の
総
意
が
あ
り
、
次
年
度
も
引

き
続
き
Ｎ
Ｒ
Ｃ
Ｓ
（
社
内
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
診
断
）、Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ（
人

材
・
組
織
診
断
）
を
実
施
す
る
事
と

し
た
。

http //www tajimabank co jp/

中小企業の皆様を融資でバックアップ！

理事長　木　南　岩　男

兵庫県神戸市中央区花隈町 6番19号

兵庫県商工連協同組合

▲ 県青連の労働環境対策事業の取組
みについて協議

　協会けんぽは、中小企業を中心として、サラリーマンとそのご家族₃₅₀₀万
人の加入する健康保険です。加入者の皆様が病気になった時に安心して医療
を受けられるよう、健康保険事業を運営しております。また、協会の財政を
改善するための医療費適正化、健康づくりや業務の効率化にも精力的に取り
組んでおります。

　昨年春には保険料率の大幅な引上げ（₈．₂₀％→₉．₃6％）をお願いしてご負
担をおかけしておりますが、その後も財政状況の見通しは依然として厳しく、
また現在抱えている累積債務を着実に解消する必要があることから、本年も
４月に納付いただく保険料から、兵庫支部の健康保険料率は₉．₃6％から₉．₅₂％
へ、介護保険料率も全国一律で₁．₅₀％から₁．₅₁％へ引上げをお願いすること
になります。現下の厳しい経営環境や平均報酬の改善が見込めない状況の中、
また景気の先行きも不透明な中、大変心苦しく思っております。
　財政改善に向け、ジェネリック医薬品の使用促進をはじめとして、医療費
適正化や健康づくりについて、なお一層の成果を目指してまいりますので、
ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
　＊ 保険料率は、都道府県の医療費の水準に応じて、都道府県ごとに異なります。

【加入者ご本人の保険料増加額（目安）／年間】
年収 保険料年間増加額 保険料年間合計額

6₀₀万円 4，₈₀₀円 ₂₈．₅万円

4₀₀万円 ₃，₂₀₀円 ₁₉．₀万円

₂₀₀万円 ₁，6₀₀円   ₉．₅万円
＊ 保険料は、労使折半ですので、事業主様もこれと同額の負担と

なります。
＊ 保険料増加額・年間合計額は、都道府県ごとに異なります。

◆協会けんぽの取組み
・ 都道府県毎に加入者・事業主・学識経験者により構成される評議会を設け、

ここでの審議を通じて保健事業や医療費適正化を進めております。会議は公開
で、その日程・場所は、協会けんぽの各支部ホームページに掲載しております。

・ 医療費が増えると、加入者の皆様の保険料負担が増えますので、薬代の負担
が少なくなるジェネリック医薬品の普及や、医療機関や薬局、整骨院、加入
者などからの保険請求が誤っていないかなどの審査を強化しております。

・ 加入者の皆様の健康の維持・促進を目指して、健康診査や保健指導に取組
んでおります。
◆国への働きかけ
　 　保険料負担の軽減を図るため、現在、協会の医療費に対して行われている

国庫補助について、その増額を要望しているところです。

協会けんぽからの保険料に関するお知らせ
全国健康保険協会兵庫支部

県
青
連
労
働
環
境

対
策
委
員
会
を
開
催

「県民モニター」募集中（兵庫県）
★応募資格　 県内在住又は在勤・在学でパソコンを使用できる

₁₈歳以上の方（本県職員等を除く）
★活動内容　 県政に関するインターネット上のアンケート調査

への回答（回答いただいた方には、県立美術館等、
県立施設の無料招待券を贈呈します）

★県民モニター募集ページからご応募ください
　URL　http://web.pref.hyogo.lg.jp/ac₂₀/monitor.html
★お問い合わせ先　兵庫県広聴室広聴係
　TEL　₀₇₈（₃6₂）₃₀₂₁　E︲Mail　kocho@pref.hyogo.lg.jp
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「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫ＡＴ
Ｍでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

　
今
回
の
事
業
で
は

十
三
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
カ
ッ
プ

ル
の
認
証
式
が
行
わ

れ
た
。

　
認
証
式
で
は
、
県

連
合
会
・
木
南
会
長

か
ら
認
定
書
が
手
渡

さ
れ
、
そ
の
後
の
挨

拶
で
成
立
し
た
カ
ッ

プ
ル
に
対
し
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
た
。

　
県
連
合
会
は
、
昨
年
三
月
兵
庫
県

知
事
か
ら
県
下
全
商
工
会
長
が
＂
こ

う
の
と
り
大
使
＂
に
任
命
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
に

商
工
会
法
が
施
行
さ
れ
五
十
年
を
迎

え
た
記
念
す
べ
き
年
に
「
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
記
念
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
世
界
的
な
経
済
危
機
、
少
子
高
齢

化
社
会
等
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
昨
今
、
特
に
若
者
の
都
市
集
中
傾

向
は
商
工
会
地
域
の
事
業
者
に
と
っ

て
経
営
上
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
産
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
た
め
に
は
、
地
元
に

在
住
し
、
そ
の
暮
ら
し
の
礎
と
な
る

家
庭
の
構
築
が
第
一
歩
と
考
え
、
本

会
及
び
ひ
ょ
う
ご
出
会
い
支
援
事
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
兵
庫
県
の
共
催
で

実
施
し
た
。

　
当
日
の
参
加
者
は
男
女
合
わ
せ
て

九
十
三
名
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
参
加
者
も
あ
り
、
非
常
に
盛

り
あ
が
っ
た
。

　
こ
の
交
流
会
で
は
「
ぐ
る
め
タ
イ

ム
」
と
し
て
商
工
会
地
域
の
特
産
品

を
持
ち
寄
り
、
試
食
も
行
っ
た
事
で

地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
り
、
参
加

者
に
も
好
評
。

　
ま
た
「
一
週
間
デ
ー
ト
ゲ
ー
ム
」

で
は
、
曜
日
毎
に
テ
ー
マ
を
決
め
、

そ
の
テ
ー
マ
を
話
題
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
相
手
を
探
し
、
会
話
を
弾
ま

せ
た
。

　
自
己
紹
介
の
時
間
や
「
ぐ
る
め
タ

イ
ム
」「
一
週
間
デ
ー
ト
ゲ
ー
ム
」
を

通
じ
て
多
く
の
参
加

者
が
交
流
を
深
め
、

各
ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん

だ
後
は
、
和
歌
山
県

紀
美
野
町
商
工
会
青

年
部
員
の
小
椋
誠
也

氏
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
も
行
わ
れ
た
。
小

椋
氏
が
作
詞
作
曲
し

た
、
自
身
が
恋
愛
し

て
い
た
当
時
の
気
持

ち
を
歌
っ
た
歌
も
披
露
し
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
事
業

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

マ
リ
ッ
ジ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ

▲ 誕生したカップルに、認定証
を手渡す木南会長

▲ 青年部応援歌「ユメカゼ」を
アカペラで熱唱

▲50周年記念事業「出会いサポート事業」の開会を宣言

　県内各地域で人口減少・少子化が進行することから、独身男女の
出会いを支援するため、各種地域団体や職域団体の役員など、₁，₀₇₀名
の方々に「こうのとり大使」に就任していただき、出会いサポート
事業、こうのとりの会事業等を広く地域で紹介していただいており
ます。

◆委嘱期間：平成22～24年度までの３年間。

◆委嘱対象者：各種団体の役員等
　 　連合自治会､ 連合婦人会、老人クラブ連合会､ 商工会議所､ 商工

会､ 民生委員児童委員連合会､ 社会福祉協議会､ 生活衛生同業組合､
技能士会、こころ豊かな人づくり₅₀₀人委員会等

◆「こうのとり大使」の役割
　① 出会い支援事業（出会いサポート事業・こうのとりの会事業）、

市町団体等による支援事業等の県民への広報、会員勧誘、イベ
ント紹介（可能な方法で）

　②こうのとり大使同士の情報交換会･研修会への参加（各地域２回）

　③ こうのとり大使有志による独身男女「縁結び交流会」の企画・
開催（各地域年２回）

こうのとり大使について
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三
田
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
へ

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
が

「
く
り
た
ん
」
に
決
定
！

　
三
田
市
商
工
会
（
松
原
正
武
会

長
）
は
、
昨
年
に
公
募
し
て
い
た

特
産
品
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
名
称
を
、
応
募
総
数
百
八
点

の
中
か
ら
、
三
田
市
ゆ
り
の
き
台

在
住
の
小
村
眞
吾
さ
ん
が
考
え
ら

れ
た「
く
り
た
ん
」に
決
定
し
た
。

こ
の
公
募
は
、
昨
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
い
る
三
田
市
地
域
資
源
活

用
特
産
品
開
発
等
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
特
産
品
に
つ

い
て
は
、
水
大

福
粉
を
使
っ
た

生
地
に
く
り
あ

ん
を
包
ん
だ
和
菓
子「
か
ぐ
や
餅
」

を
現
在
試
作
中
。
今
年
秋
に
も
期

間
限
定
で
販
売
す
る
予
定
で
あ

り
、
今
回
決
定
し
た
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
販
売
促
進
に
活

用
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
シ
ー
ル
、

店
頭
用
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
で
利
用
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

総
代
懇
話
会
を
開
催
し

活
性
化
を
図
る

　
三
田
市
商
工
会
は
、
二
月
十
六

日
に
総
代
懇
話
会
を
開
催
し
、
総

代
に
対
し
本
年
度
の
事
業
報
告
を

行
っ
た
。当
日
は
総
代
二
十
七
名
、

理
事
十
二
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
事
務
局
よ
り
各
職
員
が
担

当
委
員
会
の
報
告
を
行
い
、
そ
の

　
新
温
泉
町
商
工
会
（
猪
坂
悦
司
会

長
）
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
地
域

活
力
増
進
事
業
「
浜
坂
ハ
マ
ダ
イ
コ

ン
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
」
と
し

て
、海
と
大
地
と
幸
福（
し
あ
わ
せ
）

の
「
浜
大
根
お
ろ
し
塩
ポ
ン
酢
」「
浜

大
根
お
ろ
し
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
の
二

種
類
の
特
産
品
を
開
発
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
本
年
度
で
四
年
目

の
取
り
組
み
と
な
る
。

　
商
品
の
製
造
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー

の
「
株
式
会
社
　
ト
キ
ワ
」（
香
美

町
香
住
区
）
が
手
掛
け
て
い
る
。

　
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た

の
は
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
ビ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ザ
イ
ン
学
科
か
わ
い
研
究
室

の
学
生
七
人
。

　
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
が
持
つ
辛
味
を「
凜

辛
」
と
名
付
け
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
方
法

を
考
え
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
。

　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
と
の

結
び
付
き
も
意
識
し
、
あ
え
て
色
数

を
押
さ
え
た
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や

す
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
会
で
は
、「
納
得
で
き
る
商
品
と

な
っ
た
。
二
十
三
年
度
は
、
会
員
企

業
に
よ
る
製
造
・
販
売
を
支
援
し
、

ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
の
生
産
拡
大
と
販
路

開
拓
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

後
、
市
の
担
当
課
よ
り
駅
前
再
開

発
と
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
開
発
に
つ
い

て
、
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
懇
話
会
終
了
後
の
懇
親

会
で
市
の
担
当
者
も
含
め
て
意
見

交
換
を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
。

　
今
後
も
総
代
会
以
外
に
総
代
の

集
ま
る
場
を
も
ち
、親
交
を
深
め
、

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

兵庫県商工会連合会が実施している
商工貯蓄共済制度の生命保険部分は
ジブラルタ生命がお引き受けしています。

　
神
河
町
商
工
会（
堀
口
勝
久
会
長
）

は
、
二
月
七
日
、
神
河
町
商
工
会
大

河
内
支
所
に
お
い
て
、
産
学
連
携
事

業
と
し
て
当
青
年
部
が
主
管
と
な
り

「
特
産
品
等
開
発
特
別
講
演
会
」
を

開
催
し
た
。

　
本
講
演
会
は
、
会
員
事
業
所
や
青

年
部
に
よ
る
特
産
品
開
発
、
Ｂ
級
グ

ル
メ
な
ど
新
た
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
観
光
経
済
・
地
域
振
興
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
一
般
会
員

や
青
年
部
員
、
地
域
団
体
な
ど
三
十

七
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
講
師
に
は
、
環
境
問
題
を
切
り
口

に
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
『
缶
★
環
☆
館
』

を
運
営
す
る「
空
き
缶
で
も
う
け
て
も

え
え
会
」
事
務
局
長
の
千
種
和
英
氏

を
迎
え
、「
地
域
振
興
に
お
い
て
の
商
業

三
田
市
商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲ 総代懇話会にて各委員会
より事業を報告

者
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
活
動

や
取
組
み
に
つ
い
て
講
演
を
聴
い
た
。

　
本
講
演
会
の
後
に
は
、
講
師
の
方

と
会
食
、
講
演
会
で
は
聞
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
裏
話
や
今
後
の
取
組

み
な
ど
に
つ
い
て
非
常
に
熱
心
に
談

義
が
行
な
わ
れ
、
時
間
が
経
つ
の
も

忘
れ
夜
遅
く
ま
で
お
互
い
に
語
り

合
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
熱
い
思

い
を
胸
に
刻
み
、
今
後
の
活
動
に
活

か
そ
う
と
参
加
者
一
同
感
じ
た
講
演

会
と
な
っ
た
。

▲特産品等開発特別講演会の様子

｢

地
域
振
興
に
お
い
て
の

商
業
者
の
役
割｣

～
神
河
町
商
工
会
～

新
特
産
品
へ
自
慢
の
品
完
成

～
新
温
泉
町
商
工
会
～

▲ 浜大根おろしの
「塩ポン酢」と
「ドレッシング」
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県
内
の
各
青
年
部
は
、
昨
年
度
か

ら
経
営
革
新
推
進
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
朝
来
市
、
豊
岡
市
、
上
郡

町
他
各
青
年
部
で
も
独
自
で
経
営
革

新
推
進
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
県

内
青
年
部
員
の
承
認
件
数
は
二
十
二

年
度
末
で
十
三
件
を
数
え
る
。

　
こ
の
経
営
革
新
推
進
事
業
の
火
付

け
役
で
も
あ
る
県
青
連
会
長
の
霞
末

浩
二
氏
は
、
行
政
書
士
と
い
う
経
営

革
新
と
し
て
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
は

あ
っ
た
が
、
新
事
業
を
展
開
す
べ
く

経
営
革
新
に
取
り
組
み
、
商
工
会
の

支
援
や
専
門
家
に
よ
る
指
導
の
結

果
、
経
営
革
新
計
画
の
承
認
に
つ
な

が
っ
た
。
経
営
革
新
を
行
う
こ
と
は

こ
れ
か
ら
事
業
所
が
生
き
残
っ
て
い

く
強
力
な
武
器
に
な
る
と
確
信
し
て

い
る
と
し
て
い
る
。

　
今
回
承
認
を
受
け
た
経
営
革
新
の

内
容
は
次
の
と
お
り

〜
経
営
革
新
内
容
〜

① 

高
齢
者
に
対
す
る
暮
ら
し
の
生
活
・

法
律
相
談
事
業
の
開
発
・
販
売

② 

高
齢
者
に
対
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
の
開
講

　
二
つ
の
事
業
と
依
頼
者
か
ら
の
相

談
を
解
決
す
る
為
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
商
工
業
者
・
税
理
士
・
弁
護
士
等
）

を
構
築
し
、
有
効
活
用
す
る
。

　
豊
岡
市
商
工
会（
岩
見
　
勲
会
長
）

は
、
但
東
支
所
に
お
い
て
昨
年
度
に

引
き
続
き
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
支

援
事
業
を
行
な
っ
た
。

　
神
戸
親
和
女
子
大
学
の
学
生
・
教

員
協
力
の
も
と｢

食｣

と｢

観
光｣

に
目
を
向
け
、
地
域
資
源
の
掘
り
お

こ
し
を
行
な
っ
た
結
果
、
特
産
で
あ

る
「
ピ
ー
マ
ン
」
と
「
豆
腐
」
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
ピ
ー
マ

ン
豆
腐
」
に
た
ど
り
つ
き
、
ま
た
環

境
の
良
い
田
畑
で
育
ん
だ
お
米
に
も

着
目
し
、
専

門
家
の
指
導

に
よ
り
米

粉
、オ
カ
ラ
、

豆
乳
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ

も
開
発
し

た
。
展
示
試
食
会
で
は
高
い
評
価
を

得
、
商
品
化
に
期
待
が
持
て
る
結
果

で
あ
っ
た
。

　
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、

同
大
学
の
協
力
に
よ
り
若
い
学
生
な

ら
で
は
の
視
点
に
よ
り
但
東
の
魅
力

を
発
掘
、
再
発
見
し
て
も
ら
い
観
光

振
興
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得

る
事
が
で
き
た
。

　
丹
波
市
商
工
会（
村
上
康
充
会
長
）

は
、
既
存
の
公
共
交
通
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
通
院
や
買
い
物
な
ど
暮
ら

し
を
支
え
る
新
た
な
交
通
手
段
と
し

て
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
デ
マ

ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
」
を
開
始
し
た
。

　
事
前
に
電
話
予
約
し
た
人
の
家
等

を
回
っ
て
乗
り
合
わ
せ
、
一
時
間
以

内
に
利
用
者
を
送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
車
両
十
三
台
を
導
入
。
丹
波
市

（
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
）
と
、

運
行
を
受
け
持
つ
市
内
の
タ
ク
シ
ー

会
社
、
予
約
を
受
け
付
け
る
商
工
会

の
三
者
で
運
営
し
て
い
る
。

　
二
月
一
日
、
出
発
式
が
行
わ
れ
、

村
上
会
長
は
「
全
国
で
は
買
い
物
に

行
け
な
い
人
が
出
て
き
た
。
解
消
す

る
た
め
の
先
駆
け
と
な
る
す
ば
ら
し

い
事
業
だ
と
思
う
。
こ
れ
を
巧
く
利

用
し
て
商
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
商
工
会
は
、
丹
波
市
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
九
月
に
柏
原
支
所
の
二
階

を
改
装
し
て
予
約
受
付
、
配
車
す
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
完
成
さ

せ
、
十
月
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
五
名

を
新
規
に
採
用
し
た
。「
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
」
は
、
住
民
の
方
が

希
望
す
る
場
所
か
ら
場
所
ま
で
（
自

宅
・
施
設
等
）
移
動
を
低
額
（
一
般

三
百
円
）
で
運
行
す
る
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
。
店
先
か
ら
自
宅
へ
の
移

動
が
可
能
で
、
荷
物
を
持
っ
て
の
移

動
も
少
な
く
、
お
客
様
は
安
心
し
て

い
ろ
い
ろ
な
買
い
物
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
喜
ん
で
い
る
。

　
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
（
志
智
宣

夫
会
長
）
で
は
、
県
連
合
会
と
の

共
催
事
業
で
、
広
域
振
興
等
地
域

活
性
化
事
業
の
採
択
を
受
け
、
う

ず
し
お
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に

よ
る
南
あ
わ
じ
市
活
性
化
事
業
を

推
進
し
て
い
る
。

　
現
在
の
う
ず
し
お
温
泉
は
平
成

十
四
年
に
開
湯
し
た
温
泉
で
、
深

さ
千
ｍ
、
約
八
千
万
年
前
の
地
層

か
ら
湧
き
出
す
重
曹
泉
で
あ
り
、

そ
の
濃
度
は
日
本
三
代
美
人
湯
を

凌
ぐ
と
も
言
わ
れ
る
指
折
り
の
温

泉
。
入
浴
す
る
と
肌
が
つ
る
つ
る

す
べ
す
べ
す
る
こ
と
か
ら
美
人
湯

と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。

　
ま
た
、
う
ず
し
お
温
泉
郷
は
、

播
磨
灘
や
鳴
門
海
峡
を
臨
む
慶
野

松
原
か
ら
阿
那
賀
に
か
け
て
の
景

勝
地
に
約
二
十
件
の
宿
や
入
浴
施

設
を
抱
え
、
地
元
漁
場
で
揚
が
る

活
け
魚
や
肥
沃
な
大
地
か
ら
捕
れ

る
農
産
物
を
用
い
た
絶
品
の
料
理

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
下
記
の
活
動

を
通
じ
て
、
統
一
的
な
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
く
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

① 

う
ず
し
お
温
泉
水
を
活
用
し
た

商
品
の
開
発
に
よ
り
知
名
度
を

上
げ
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
。

② 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
良
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
活
動
。

③ 

動
画
配
信
に
よ
る
あ
り
の
ま
ま

の
魅
力
を
配
信
す
る
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
⋮ http://w

w
w
.aw
aji-

info.com
/uzusio-

onsen/

県
青
連
会
長

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
う
け
る

〜
姫
路
市
商
工
会
〜

地
元
食
品
を
使
っ
た

試
作
品
ず
ら
り

〜
豊
岡
市
商
工
会
但
東
支
所
〜

う
ず
し
お
温
泉
に
関
す
る

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

〜
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
〜

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
開
始

〜
丹
波
市
商
工
会
〜

▲出発式の様子（写真提供：丹波新聞社）

▲ ブランド確立を目指す
「うずしお温泉化粧品」

▲ 商品化に期待がもてる
　「ピーマン豆腐」と「米粉スイーツ」
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